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診察を受けたい 
医療福祉サポートセンター 

様々な相談を受け付け 

外 来 

事務 

受付、お会計、案内など 

外来待合 

血圧などの測定 

予診など 

デイ・ケア 
(藍里・山川） 

様々なプログラムを実施 

地域活動支援センター 

相談支援事業 

就労継続支援 A･B 型など 

グループホーム 

生活支援、社会復帰支援など 

宿泊型自立訓練事業所 

生活介護、生活訓練など 

訪問看護ステーション 

(藍里・蔵本・山川) 

地域での生活を支援 

診察 
(藍里・蔵本・山川) 

診察、処方、 

検査のオーダーなど 

送迎バスもあります 

ことじ・生活介護・デイ･ケア 
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～受診・外来・入院・退院後～ 

入 院 

退院 

栄養管理室 

栄養管理、栄養指導 

検査室 

血液検査、心電図検査、 

レントゲン撮影など 

病棟 急性期／療養 

安心安全な空間で 

質の高い看護の提供 

歯科 

口腔ケア、虫歯の治療など 

心理室 

心理検査、カウンセリングなど 

薬局 

調剤、薬剤指導など 

理学療法 

歩行訓練などの 

リハビリテーション 

外 来 へ 

 あいざと会では、藍里病院、サテライトクリニック（蔵本・山川）、関連施

設で連携して患者さん・利用者さんに寄り添った医療を提供していま

す。今回はその多職種連携をイラストでまとめてみました。 

作業療法 

集団作業療法、 

レクリエーションなど 
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なんでZoomは疲れるんだろう？ 

吉田 精次 

コロナ禍では大事なことに気づくことが多かった。それまでは講演と

言えば現地に行き対面で行うのが当たり前だったが、感染予防のた

めに Zoom を使った講演に切り替わった。パソコンの画面に視聴者

の顔がいくつも出てきて、それを相手にしゃべるのだ。パワーポイントを

使う時は画面の隅に顔がいくつかあるだけで、スライドを見て話をす

る。老眼には小さな窓に映る小さな顔は見えづらく、表情は読み取れない。Zoom 講演をやり始めた当

初は物珍しさが勝って、なかなか面白いものだなと思った。現地まで行かなくていいので、移動の時間も

必要ない。何十回と繰り返すうちにひどく疲れるようになった。終わった後にかなり長く続く不快な疲れだ。

これは一体どんな疲れだろうと考えた。ある日、気づいた。徒労感という言葉がぴったり来た。またやりた

いなと思えない。できればもうやりたくない。そう思わせる疲労だった。なぜなんだろう？ 

実はコロナ禍の早い時期から依存症家族勉強会とクレプトマニア勉強会は対面で再開した。違いが

徐々に見えてきた。まず Zoom 講演には雑談がないことに気づいた。当時「不要不急」という言葉が流

行ったが、講演とは関係のない雑談は不要不急だ。だがこれがとても大事であることに気づいた。会場で

他の参加者とかわす雑談によってさまざまな刺激を受けることになり、脳は広く活性化する。講師と視聴

者という単一の関係だけの環境ではなく、参加者が交流することで新たな関係性が生まれ、それが講演

の環境となる。直接関係ないと見える要素がその体験に深みと広がりを与えるのだ。これは読書と似て

いて、紙の手触りや匂い、本の重さなど直接本の内容とは関係なさそうな刺激が脳を活性化させ理解

に深みと豊かさを生むのだ。対面はこういった要素がある意味無限に存在する。対面の価値を知ること

になった。 

対面で講演しているときに脳はフル稼働している。何をどう話

そうか以上に、無意識にだが聞いている人の反応を敏感にキャ

ッチしている。言葉は発しないが態度やオーラなど聞き手が発し

ているさまざまなもので会場はあふれている。自分で話しながら

聞き手の反応を感じている。脳の中でそれらが混ざり合い、次

の話が生み出される。目に見えない演者と聞き手のコール＆レ

スポンスが演者のエネルギー源となる。つまり、聞き手からエネルギーをいただいている。これは完全な協

働作業だ。Zoom にはこれがない。エネルギーを自家発電して放出するだけになる。これが徒労感の理

由だ。 

何十回と Zoom で講演してきたが、実を言うとほとんど記憶に残っていない。どこでどんな人を相手にし

ゃべったかが残らない。これを体験と言えるだろうか？もちろん、言えない。人と出会うという体験がないの

だ。 

テクノロジーの恩恵を大いに受けていることを自覚しながら、人が豊かに生きるために何をどう使い、使わ

ないかをかなりまじめに考えないといけないと学んでいる気がする。

医局より～ 

写真：対面での講演の様子 
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医局 井上 麻由 

 

３月初旬、徳島県と友好関係にあるドイツのニーダーザクセン州への渡航に、依存症分野の視察団の

一員として参加させていただきました。 

ドイツでも「依存症は病気である」と広く認識されており、宗教や背景に関係なくすべての個人が尊重さ

れ「誰でも簡単に、かつ、すぐに治療や支援を受けられる」ことが、日本以上にはっきりと目標に据えられて

います。医療、リハビリテーション、相談支援が３つの柱、さらに第４の柱として自助グループの活躍という

支援構造が確立されていました。そして視察したすべての施設で専門家によるプレゼンテーションを拝聴し

ました。その専門家は医師のみならず、ソーシャルワーカーであり、心理士であり、作業療法士、教師など

でした。施設内で相談を受けたり、グループセッションを担当するのみならず、出前授業や町に出て路上

生活者に声をかけるソーシャルワーク、依存症の親を持つ家庭の子供たちを集めて遠足を企画するなど、

考えて動く実行力にも驚きました。それぞれが依存症治療支援に携わる自信と誇りを持ち、当事者やそ

の家族に寄り添う姿勢に感銘を受けました。 

我々藍里病院スタッフも熱意は負けません。帰院後、アディクション委員会で報告し、より良い支援を

考えて提供していくことを改めて皆で確認しました。 

 

  

 

ヘロインとアヘンの代替療法が受けられる診療所と相談支援、すべて

の依存症者が集えるカフェが併設されている。 

代替療法で犯罪や感染症やオーバードーズを防ぐ。 

カフェでは注射器の針を無料で交換し、感染症を防ぐ。 

大麻の予防教育では、ソーシャルワーカーが「緑のトランク（Grüner 

Koffer）」を持って学校や企業に出張授業に出向く。 

多くの職種が活躍している。 

ゴスラー青少年・薬物相談所 

～ドイツ視察記～ 
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デイ･ケア SANGA では３月より春のウォーキングプログラムを

始めています。参加しているメンバーに合わせた距離を設定し 

ています。ウォーキングは

歩くだけ？と思われるか

もしれませんが心の回復

に効果があります。日中

に太陽の光を浴びる事

で、体内時計がリセット 

されます。これにより夜はぐっすり眠り、朝にス

ッキリ起きるという、健康な生活リズムが整い

やすくなります。また一人一人歩く距離を設

定する事で、今日はあそこまで歩くことが出来

たと達成感が得られます。達成感を積み重

ねることで自信に繋げています。 

メンバー同士が一緒に過ごすことで、一人

ではできないことがみんなと一緒なら可能とな 

り、外の景色や季節の変化を一緒に感じ、社会参加の練習にもなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

春の陽気の中、47 名で花見に出かけました。大

型バスを貸し切り、お花見＆お買い物ツアーに出

発！昼食は、ハマチ刺身定食や天ぷら盛合せ定

食をいただきました。新鮮な海鮮の天ぷらやお刺身

に自然と笑顔がこぼれ、楽しい食事の時間となりま

した。 

しだれ桜の名所、花見山 鳴門では、期間限定でさくら祭りが開催

されており、400 本の桜で山はピンク一色に染まっていました。そこから

見える大鳴門橋は絶好の撮影スポットで、春らしい景色をゆっくりと楽

しむことができました。会場にはキッチンカーや屋台も並び、散策しなが

らお祭り気分も味わえました。帰りには

スーパーマーケットに立ち寄り買い物も

楽しみました。 

参加された皆さんからは「楽しかった」「また行きたい」という声も聞かれ、

季節を感じながら、心も体もリフレッシュできる充実した一日となりました。 

デイ・ケア 
SANGA 

デイ・ケア藍果バス遠足 
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コラム☆メンタルヘルス 

「やった後悔＜やらない後悔」  
  

   日差しが日に日に強くなってきました。毎年暑さが厳しいですが、今の内から少しずつ暑さに

慣れていきたいものですね。 

普段の生活で“あの時ああすれば”、“もっと気を付けておけば”など、後になって思うことはありません

か？後悔には 2 種類あって、したことに対する後悔(行為後悔)と、しなかったことに対する後悔(非行

為後悔)があります。したことに対しては結果が出ているので【どうすれば良かったか】を考えることができ

ますが、しなかったことに対しては“すればよかった”という思いが出てきて、後悔が長引く原因となりま

す。 

してもしなくても後悔はつきものですが、しない方が印象には残りやすいと言われています。後悔が

少ない方を選んで行動し、今を大事にすごしてください。 

 

vol.58 クリスマスコンサートの記事で講師の先生のお名前が間違っていました。 

正しくは鎌田百合子先生です。大変申し訳ありませんでした。 
お詫びと訂正 

藍里病院もインスタ
グラムやってみよう！ 
でも何を載せたらい
いんだろう… 

① ② ③ 

④ ⑤ 

ということで院内探索… 桜…全然咲いてない… あ！！てんとう虫！！ 

新しいユニフォームを試着
する看護部長を発見した！ 

さて、この写真たちを 
どうやって載せる？！ 

院内の行事や日々の様子、勉強会
のお知らせなどを発信します。 
少しでも当院を身近に感じていただ
ければ嬉しいです。 
ぜひお気軽にフォローしてください。 
 
 
▶Instagram 

はこちら 

お手持ちの携帯電話ならびにスマートフォンで QR コードを読み取ってください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連施設

■デイ・ケア 藍果 

■デイ・ケア 山河～SANGA～ 

■あいざと訪問看護ステーション 

■あいざと蔵本訪問看護ステーション 

■あいざと山川訪問看護ステーション 

■障害福祉サービス事業所 すくも 

■地域活動支援センター ことじ 

■グループホーム 

    しょうずい  

    いたの１ いたの２ いたの３ 

    かみいた さんが  

■パン工房 ランベリー

 

〒770-0041 

徳島県徳島市蔵本元

町二丁目 40-1 

 

TEL 088-634-1881 

FAX 088-634-1880 

〒779-3403 

徳島県吉野川市山川

町前川 200 番地 2 

 

TEL 0883-42-8811 

FAX 0883-42-8812 

心療内科・精神科 心療内科・精神科 

受付 （午前）月～水・金・土曜日 午前 19:15～12:00 

 （午後）月～水・金 午後 14:00～17:00 

  

診療 （午前）月～水・金・土曜日 午前 19:30～13:00 

 （午後）月～水・金 午後 14:00～17:30 

休診日 木曜日・土曜日午後・日曜日・祝日・年末年始 

受付 （午前）月～水・金・土曜日 午前 19:15～12:00 

 （午後）月～水・金 午後 14:00～17:00 

  

診療 （午前）月～水・金・土曜日 午前 19:30～13:00 

 （午後）月～水・金 午後 14:00～17:30 

休診日  木曜日・土曜日午後・日曜日・祝日・年末年始 

精神科・心療内科・内科・歯科  

受付 
（午前）月～金曜日 午前 19:00～11:30 
（午後）月～水・金 午後 13:00～16:00 

診療 
（午前）月～金曜日 午前 19:30～12:30 
（午後）月～水・金 午後 13:30～16:30 

休診日 
木曜日午後・土曜日・日曜日・祝日 
年末年始 

歯科診療 
（午前）月・水・木・金 午前 19:00～12:00 
（午後）月・水・金   午後 13:00～16:00 

〒771-1342 

徳島県板野郡上板町佐藤塚字東 288-3 

TEL 088-694-5151 

FAX 088-694-5321 

日本医療機能評価機構認定病院 
精神科救急医療施設常時対応型病院 
徳島県依存症専門医療機関 
徳島県依存症治療拠点機関 

あいざと・こころの医療福祉相談センター 

TEL 088-694-5151 
24 時間 365日受付 

精神科救急／一般的精神医療相談／生活相談 

※詳しくはお手持ちの携帯電話ならびにスマートフォンで QR コードを読み取ってください 

蔵本元町

徳島大学病院

阿波銀行

県立中央病院
蔵本公園

久米書店

蔵本駅前

パーキング

あいざと蔵本クリニック／

あいざと蔵本訪問看護ステーション

みやもと内科

クリニック

くるまや

龍昇経理

情報専門学校

カギの救急車

田宮街道

水の都記念

病院

讃
岐
街
道

ＪR蔵本駅

1

34

徳島市石井町

第十新田第十樋門

第十堰
吉野川

板野町

新野医院

派出所

板野南

小学校

田園パーク

高松道・板野ＩＣ

藍住町

ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ

しんの ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ

徳島道

藍住ＩＣ

旧吉野川

杉原飼料

Ｎ

六
条
大
橋

名
田
橋

藍里病院
ﾗ･ﾑｰ上板店

ﾛｰｿﾝ
14

病院看板

設置

駐車場

お知らせ 
 
当院ではインスタグラ

ムを始めました。 
ぜひお気軽にフォロー
してください。 


